
平成　　年度科学研究費助成事業（科学研究費補助金）実績報告書（研究実績報告書）

様　式　Ｃ－７－１

２ ５ ２ ５ ２ ０ ２ １

１ ４ ６ ０ ３

バイオサイエンス研究科

基盤研究(A)（一般）

  ２版

研 究 期 間 平成 ２７年度～平成２５ 年度

２７

1. 機 関 番 号

3. 研究種目名

2. 研究機関名
奈良先端科学技術大学院大学

4.

5. 課 題 番 号

6. 研究課題名 アブラナ科およびナス科植物の自家不和合性の分子機構解明

7. 研究代表者

７ ０ ２ ７ ３ ８ ３ ６

研　究　者　番　号 研 究 代 表 者 名
タカヤマ　セイジ

高山　誠司
教授

所　属　部　局　名 職　　名

8. 研究分担者

研　究　者　番　号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職　　名

9. 研究実績の概要

１．アブラナ科植物の自家不和合性
１）受粉時の乳頭細胞内イオン濃度調節に関わる輸送体の解明：他家受粉時には、乳頭細胞内から花粉に向かってCa2+輸送体ACA13を
持つ細胞内小胞の細胞外輸送が促進されることが明らかとなった。一方、自家受粉時には、乳頭細胞内のCa2+濃度が上昇し、上記小胞
輸送が阻害されることを見出した。さらに薬理学的解析から、このCa2+濃度上昇には、グルタミン酸受容体GLRを介した細胞外からのC
a2+流入が関与することを明らかにした。
２）自家不和合性情報伝達系に関わる因子の解明：自家不和合性を付与させたシロイヌナズナを変異原処理して得られた自家和合性復
帰突然変異株の原因遺伝子を次世代シーケンサーにより解析し、NRPD1a遺伝子にナンセンス変異を持つことを見出した。NRPD1aはRNA
ポリメラーゼⅣa複合体の構成要素であり、今後自家不和合性反応における役割を明らかにしていく必要がある。
３）シロイヌナズナの系統により、CO2ガスによる自家不和合性打破の感受性が大きく異なることを見出した。今後、感受性が大きく
異なる株の後代の遺伝学的解析から、CO2感受性を規定する遺伝子座の特定を進めていく必要がある。
２．ナス科植物の自家不和合性
１）ナス科ペチュニアの花粉において、5種類のCullin-1分子種が発現していること、その内のCUL1-Pのみが、花粉特異的SKP-1(SSK1)
および自他識別に関わる花粉因子SLFsと複合体を形成し、非自己S-RNaseの無毒化に機能していることを見出した。また、無毒化にお
いては、受粉初期の段階で、花粉管先端領域におけるS-RNase濃度が、自家受粉時にくらべ他家受粉時に低くなっていることが示され
た。今後無毒化の詳細な仕組みを明らかにしていく必要がある。

    （１／８）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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13.研究発表（平成２７年度の研究成果）
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著　者　名

著　者　名
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Calcium signalling mediates self-incompatibility response in the Brassicaceae

Transcriptional characteristics and differences in Arabidopsis stigmatic papilla cells pre- and post-
pollination
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国際共著

国際共著

Generation of transgenic Linum perenne by Agrobacterium-mediated transformation

最初と最後の頁
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発行年

発行年

発行年

巻

巻
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雑　　誌　　名
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査読の有無
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15128
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Nature Plants

Plant Cell Physiol.

Plant Biotech.

Murase K, Sugai Y, Hayashi S, Suzuki Y, Tsujii K, Takayama, S
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国際共著

国際共著
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Efficient expression of SRK intracellular domain by modeling-based protein engineering

Identification of reference genes for quantitative expression analysis using large scale RNA-seq data
of Arabidopsis thaliana and model crop plants

植物の自家不合性：RNA分解とユビキチン化による自他識別
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円谷徹之、久保健一、高山誠司
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Allelic variants of small RNA control dominance hierarchy among self-incompatibility alleles in
Brassica rapa

Diversification and evolution of self-incompatibility systems in plants

Trans-acting small RNA controlling the dominance hierarchy among self-incompatibility alleles in
Brassica rapa

発　表　者　名

発　表　者　名

発　表　者　名

オープンアクセス
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掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

円谷徹之、久保健一、高山誠司 ナス科植物の自家不和合性　ユビキチン化を介した自他識別

著　者　名
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国立遺伝学研究所研究会「植物の生殖成長期の発生を制御する分
子機構」（招待講演）

第38回日本分子生物学会年会・第88回日本生化学会大会
（BMB2015）ワークショップ（招待講演）

第38回日本分子生物学会年会・第88回日本生化学会大会
（BMB2015）

第57回日本植物生理学会 2016年03月18日

学　会　等　名

学　会　等　名

学　会　等　名

学　会　等　名

岩手大学上田キャンパス（岩手県、盛岡市）

発表年月日
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神戸ポートピアホテル（兵庫県、神戸市）

神戸国際展示場（兵庫県、神戸市）

久保健一、塚原麻伊、円谷徹之、村瀬浩司、高山誠司

発　表　場　所

発　表　場　所

発　表　場　所

2015年11月07日

2015年12月02日

発　表　者　名

発　表　者　名

発　表　者　名

高山誠司

和田七夕子、安田晋輔、柿崎智博、三浦栄子、樽谷芳明、高田美信、鈴木
剛、渡辺正夫、高山誠司

久保健一、塚原麻伊、円谷徹之、村瀬浩司、高山誠司 ナス科植物ペチュニアのCullin1遺伝子群の同定と自家不和合性反応に関する機能解析

ナス科植物ペチュニアのCullin1遺伝子群の同定と自家不和合性反応に関する機能解析

発　　表　　標　　題

発　　表　　標　　題

発　　表　　標　　題

発　　表　　標　　題

2015年12月01日

自家不和合性の分子機構

アブラナ科植物において低分子RNAとその標的配列の多様性により複雑な階層的優劣性が制御され
る

発　表　者　名

（課題番号： 25252021 ）
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〔図書〕　計（０）件

14.研究成果による産業財産権の出願・取得状況

〔出願〕　計（０）件

〔取得〕　計（０）件

15.科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計（０）件

16.本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

（１）国際共同研究： －

産業財産権の種類、番号

国際研究集会名 開催年月日 開催場所

発明者 権利者 国内・外国の別

出願年月日

取得年月日

国内・外国の別出願年月日産業財産権の種類、番号

産業財産権の名称

産業財産権の名称 権利者発明者

総ページ数

出　版　社著　者　名

書　　名 発行年

（課題番号： 25252021 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （7／8）
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17.備考
奈良先端科学技術大学院大学バイオサイエンス研究科細胞間情報学研究室 
http://bsw3.naist.jp/takayama 
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